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境 町 歴 史 民 俗 資 料 館 だ よ り 

山崎鷲神社 参道 

 

 

 

山崎南集落センター 

 

 

 

村落社会の成立と村の歴史 
山崎鷲神社と山崎南集落センター 

村
と 

神
社
と 

公
民
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そ
も
そ
も
日
本
の
村
落
社
会
に
お
け
る
「
ム
ラ
」
と
は
、
ど
う
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
は
、
地
縁
的

ち
え
ん
て
き

結
合
体

け
つ
ご
う
た
い

と
し
て
の
「
惣そ

う

村そ
ん

」、
も
う
一
つ
は
明
治
時
代

以
降
の
地
方
行
政
区
と
し
て
定
め
ら
れ
た
郡
区
市
町
村
の
中
の
「
村
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。 

日
本
に
お
け
る
村
落
社
会
の
始
ま
り
は
、
１０
世
紀
頃
の
平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
平

安
時
代
、
各
地
の
有
力
者
や
為
政
者

い
せ
い
し
ゃ

た
ち
は
「
荘

園

し
ょ
う
え
ん

」
と
呼
ば
れ
る
開
発
し
た
土
地
を
通
じ
て
支

配
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
為
政
者
の
中
に
は
荘
園
（
土
地
）
に
か
か
る
税
金
か
ら
逃
れ
る

た
め
、
土
地
を
中
央
の
権
力
者
に
寄
進

き

し

ん

し
（
名
義
上
の
寄
進
）、
自
ら
は
荘
官

し
ょ
う
か
ん

（
荘
園
の
直
接
的

な
経
営
者
）
と
な
る
者
も
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
荘
園
に
よ
る
土
地
支
配
は
、
１４
世
紀
中
頃
の
南

北
朝
内
乱
期
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

       

南
北
朝
の
内
乱
の
最
中
、
農
民
た
ち
が
地
縁
的
結
合
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ

の
土
地
に
根
ざ
し
た
各
地
の
荘
園
か
ら
も
、
い
く
つ
か
の
村
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
農
民
た
ち

の
自
立
的
・
自
治
的
な
組
織
と
し
て
惣
村
（
郷
村

ご
う
そ
ん

）
社
会
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
荘
園

制
は
南
北
朝
時
代
に
実
質
上
解
体
さ
れ
、
有
名
無
実
と
な
っ
て
し
ま
い
、
豊
臣
秀
吉
の
全
国
統
一

の
過
程
で
行
わ
れ
た
太
閤

た
い
こ
う

検
地

け
ん
ち

に
よ
っ
て
完
全
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
検
地

け
ん
ち

、
刀
狩
令

か
た
な
が
り
れ
い

、
人
掃
令

ひ
と
は
ら
い
れ
い

（
身
分
統
制
）

な
ど
の
兵
農

へ
い
の
う

分
離

ぶ
ん
り

政
策
に
よ
り
、
日
本
各
地
で
近
世
の
「
村
」
が
誕
生
し
、
江
戸
幕
府
や
藩
が
任

命
し
た
名
主
な
ど
の
村
役
人
の
自
治
組
織
（
村
役
人
の
指
導
と
結ゆ

い

・
も
や
い
な
ど
の
共
同
体
）
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
村
の
運
営
は
村む

ら

掟
お
き
て

で
あ
る
村
法
の
下
で
行
わ
れ
、

村
の
共
同
利
用
地
（
入
会
地

い
り
あ
い
ち

）
や
用
水
の
管
理
、
治
安
や
防
災
な
ど
を
村
で
行
い
ま
し
た
。
幕
府

と
藩
は
、
幕
藩
体
制
の
基
盤
で
あ
る
農
業
生
産
を
担
う
村
の
自
治
組
織
を
支
配
し
て
、
年
貢
や
諸

役
な
ど
の
収
納
を
実
現
し
、
農
民
（
本
百
姓
）
た
ち
を
し
だ
い
に
掌
握
し
て
い
き
ま
し
た
。 

明
治
維
新
後
、
地
方
行
政
支
配
の
た
め
に
で
き
た
村
は
、
生
活
組
織
と
し
て
の
家
の
連
合
で

あ
る
と
同
時
に
、
国
家
に
よ
る
行
政
支
配
の
末
端
の
単
位
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
村
の

組
織
で
は
、
村
の
共
同
機
能
を
運
営
す
る
た
め
、
区
長
・
副
区
長
・
行
事
・
氏
子

う
じ
こ

・
班
長
な
ど 

1 

表
紙
の
写
真
は
境
町
山
崎
地

区
に
あ
る
鷲
神
社
と
山
崎
南

集
落
セ
ン
タ
ー
で
す
。
神
社

と
公
民
館
、
こ
の
二
つ
の
建

物
に
は
ど
ん
な
つ
な
が
り
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 
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◎
南
北
朝
の
内
乱
と
は
・
・
・
？ 

 

天
皇
家
の
分
裂
と
対
立
（
南
朝
と
北
朝
）
を
き
っ
か
け
に
１
３
３
６
年
に
始
ま
り
、
以

後
約
６
０
年
間
続
い
た
全
国
的
な
内
乱
。
こ
の
対
立
は
武
士
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
そ
れ
ま
で
地
方
の
武
士
団
は
血
縁
的
な
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
動
乱
を
き
っ
か
け
に
地
縁
的
な
つ
な
が
り
を
よ
り
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

山崎鷲神社 一の鳥居 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

今回記述した内容は、かつての境町の村落社会と地縁的

つながりに関する歴史です。ところで、この主題を取り扱っ

たことについて、誠に勝手ながら、筆者としての見解を述べ

させていただきたいと思います。 

現在も行政区の役員をしていますが、私は若い頃から、行

政区を運営する行事(青年団)やスポーツ協力委員などの役

員を任され、有意義な地域活動を送ることでき、かつ、社会

的つながりの大切さを身につけることができました。村社

である鷲神社や大日
だいにち

様
さま

の祭礼、盆踊り、若衆の酒盛り、町

民運動会への参加、また、その地区や一家で信仰を同じくす

る者たちで、神社や寺院の氏子や檀家
だん か

が中心になって催す

大日講
だいにちこう

、庚申講
こうしんこう

、三
みつ

峰講
みねこう

などに参加し、地域のふれあいが

でき楽しい地域活動を送ることができました。 

しかし、最近では、少子高齢化や社会的・経済的事情によ

る町外への人口流失などによって、これまで運営されてき

た村の伝統行事や地域活動が年々消滅し、地域の地縁的つ

ながりが希薄
きは く

になっていることに憂
うれ

いを感じているこのご

ろです。（境町歴史民俗資料館 野村正昭） 

２ 

の
村
の
役
員
が
設
け
ら
れ
、
祭
礼
、
村
の
共
同
作
業
、
講こ

う

（
宗
教
的
な
会
合
）、
村
の
財
政
や
共

有
財
産
の
管
理
、
行
政
（
役
所
）
と
の
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

現
在
で
は
、
行
政
区
（
地
区
）
の
寄
合
は
集
落
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
で
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
施
設
が
建
て
ら
れ
る
前
は
、
神
社
（
村
社
）、
寺
院
が
寮

り
ょ
う

、
行
屋

ぎ
ょ
う
や

と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。「
行
屋
」
と
は
、
山
岳
関
係
の
代
参
講

だ
い
さ
ん
こ
う

（
伊
勢
講
・
三
峰
講
・
浅
間
講
・
不
動

講
・
御
岳
講
・
大
杉
講
・
榛
名
講
な
ど
）
の
際
に
村
を
代
表
し
て
参
拝
す
る
者
た
ち
が
、
出
発
や 

山崎南集落センター 

かつて山崎地区では宿送り（一時的に自宅

を旅人の休憩所や地区の寄合の場として開

放すること）が行われていました。しかし、

昭和 50 年以降に山崎南公民館（現在の山崎

南集落センター）が建設され、地区の集会が

公民館で行われるようになると、宿送りは次

第に行われなくなっていきました。 

▲映画「平成狸合戦ぽんぽこ」より。人間

もかつてはこの狸たちと同じように寺や

神社で集会を開いていました。 

○C 1994畑事務所・Studio Ghibli・NH 

 

帰
村
の
時
に
こ
も
る
小
屋
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
ま
た
、「
寮
」
は
寺
院
や
墓
地
に
附
属
す
る

建
物
で
、
村
の
寄
合
だ
け
で
な
く
、
お
盆
や
春
・

秋
の
彼
岸
な
ど
の
墓
参
の
時
な
ど
に
信
者
た

ち
の
会
合
の
場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

村
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
一
年
間
の
村
の

仕
事
・
行
事
・
講
の
計
画
、
行
屋
や
寮
な
ど
の

施
設
の
改
築
を
は
じ
め
と
し
た
共
同
機
能
を

運
営
す
る
た
め
の
原
案
が
作
成
さ
れ
、
村
人
の

同
意
が
得
ら
れ
た
記
録
と
し
て
区
有
文
書
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



 

日  光  東  街  道  と  境  河  岸

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は現在の本船町付近で撮影されたものです。 

明治 43（1910）年 8月に起きた大洪水の直後に撮影されたと思われます。 

この洪水による旧境町の被害は流失家屋 680余棟、全壊・半壊家屋 1113棟にものぼり、それまで村や 

地域だけで行われてきた境町の治水工事は、これをきっかけに大規模な国家的事業に移行していきました。 
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〒306-0431 茨城県猿島郡境町西泉田 1326－1    0280-81-3353     0280-81-3354 

利用案内                                   

［入 館 料］ 無料           ［休 館 日］ ○月曜日  ○年末年始（12/28～1/4） 

［開館時間］ 午前 9時～午後 4時 30分        ○祝祭日（土・日曜日は開館しています） 

○日・月曜日を含む連休最終日の翌日 

交通案内                                   
国道４号バイパス周辺 塚崎交差点(境町)から約 15分 

圏央道 境古河ＩＣから 5分 

①ＪＲ宇都宮線古河駅 

⇒朝日バス「境車庫～釈迦～古河駅西」乗車、約 40分 ⇒「中学校入口」下車、徒歩約 20分 

②東武スカイツリーライン(東武伊勢崎線)東武動物公園駅 

⇒朝日バス「境車庫ゆき」乗車、約 40分 ⇒「中学校入口」下車、徒歩約 20分 

■境町歴史民俗資料館だより  河岸町の歴史  第 1 1 号  ■発行・編集 /境町歴史民俗資料館   ■平成 2 9 年 1 2 月 日発行 

境町歴史民俗資料館では現在、境の歴史を広く皆様に知ってもらい、資料館を利用しやすい環境に整えるための取り組みとして、資料館運

営ボランティア「下総さかい河岸の会」のメンバーを募集しています。 

かつて宿場町として栄えた境町・境河岸の歴史を楽しく学びながら、町史編纂委員、学芸員と一緒に資料館運営に携わってみませんか。 

詳しくは境町歴史民俗資料館までお気軽にお問い合わせください。（℡.0280－81－3353） 

船戸
ふなと

閘門
こうもん

より利根川
と ね が わ

を望
のぞ

む 

境第一 
中学校● 


